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令和２年度 第２回九州森林管理局保護林管理委員会議事概要 

 

１ 日時 令和３年２月 17日（水）13:15～16:45 

２ 場所 WEB 会議システム ４階第２会議室 

３ 議事 

（１） 令和２年度 第１回保護林管理委員会における主な意見 

（２） 宮崎県日南市新村地区の保護林の設定について 

（３） 令和２年度保護林モニタリング調査の評価について 

（４） ３つの保護林における保全エリア及びシカ柵設置箇所の検討について 

〔綾森林生態系保護地域、久木野アカガシ等遺伝資源希少個体群保護林及び 

権現岳シオジ等遺伝資源希少個体群保護林〕 

（５） 令和２年度保護林モニタリング簡易調査結果について 

（６） 令和３年度保護林モニタリング調査箇所及び調査項目について 

（７） 面縄リュウキュウマツ遺伝資源希少個体群保護林の今後の取扱いについて 

（８） その他 

① 屋久島低地照葉樹林の保全に向けた検討状況について（報告） 

② 男女群島生物群集保護林現地調査（報告） 

４ 議事の概要及び主な意見等 

（２）宮崎県日南市新村地区の保護林の設定について 

    ・シカの個体数密度が少ないが、早期対策をする場合、植栽箇所等に対策すること。 

   ・保全利用地区設定の考え方について説明。 

 （３）令和 2年度保護林モニタリング調査の評価について 

       ・高隈山のブナは、南限で貴重。できれば域外保存をしてほしい。 

    ・大根地アカガシ希少個体群保護林でのシカ被害が確認された場合、シカ捕獲を行うこと。 

 （４）保護林における保全エリア及びシカ柵設置箇所の検討について 

    ・九州南部は、シカ被害の南下、拡大が顕著である。シカ対策の取り組みを進めること。 

    ・久木野の急激なシカ被害対策として、シカ柵設置は適切であった。 

    ・綾の調査箇所でもシカ被害は顕著。着生植物がつくタブノキの巨木は重要。今後は、巨木と着

生植物との関係にも着目し調査すること。 
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（５）令和２年度保護林モニタリング簡易調査結果について 

   ・簡易調査１０年後は、通常のモニタリング調査が行われる旨説明。 

（６）令和３年度保護林モニタリング調査箇所及び調査項目について 

       ・プロット数の決め方は、保護林のタイプにより決めていることを説明。 

 （７）面縄リュウキュウマツ遺伝資源希少個体群保護林の今後の取扱い 

    ・保護対象木のリュウキュウマツが消失しているため、解除の見込みだが、今後は自然維持タイ

プの森林として引き続き地元ＮＰＯ団体と連携し保全活動を継続することについて説明し、

理解を得た。 

 （８）その他 

    ・屋久島低地照葉樹林について、生息地情報、事業実施アセス等について、計画段階等の定期的

協議会等の開催が重要との意見があった。 

     

 

 

≪配布資料≫ 

 

【議事次第・出席者名簿】 

【資料 1】令和２年度 第１回保護林管理委員会における主な意見 

【資料 2-1】宮崎県日南市新村地区の保護林の設定（案）について 

【資料 2-2】第 5回保護林現地視察報告書（新村照葉樹林生物群集保護林（仮）） 

【資料 3-1】令和２年度保護林モニタリング調査結果（一覧表） 

【資料 3-2】令和２年度保護林モニタリング調査の評価について 

【資料 4-1】３つの保護林における保全エリア及びシカ柵設置箇所の検討について 

【資料 4-2】第 6回保護林現地視察報告書（久木野アカガシ遺伝資源希少個体群保護林） 

【資料 4-3】久木野保護林における下層植生に与えるシカの影響評価 

【資料 5-1】令和２年度保護林モニタリング簡易調査結果について 

【資料 5-2】令和２年度保護林モニタリング簡易調査結果（保護林別） 

【資料 6-1】令和３年度保護林モニタリング調査箇所（案） 

【資料 6-2】保護林モニタリング調査計画一覧表 
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【資料 6-3】令和３年度保護林モニタリング調査項目（案） 

【資料 7】面縄リュウキュウマツ遺伝資源希少個体群保護林の今後の取扱いについて 

【資料 8】屋久島低地照葉樹林の保全に向けた検討状況について（報告） 

【参考資料 1】保護林設定管理要領 

【参考資料 2】保護林モニタリング調査マニュアル 

【参考資料 3】令和２年度以降重点的に対策を実施する保護林 

【参考資料 4】保護林の保全に係る対応方針（イメージ） 

【参考資料 5】管理方針書（令和３年度保護林モニタリング調査箇所） 

【参考資料 6】男女群島生物群集保護林現地調査報告 
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令和２年度 第２回九州森林管理局保護林管理委員会 出席者名簿  
氏 名 所 属 ・ 役 職  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委   
 
 
員 

岩本 俊孝 宮崎大学 名誉教授  

河野 耕三 綾町役場 エコパーク推進室 
照葉樹林文化推進専門監  

佐藤 和歌子 特定非営利活動法人 森林
も り

をつくろう 理事長  

陣川 雅樹 国立研究開発法人 森林研究・整備機構 
森林総合研究所 九州支所長  

鈴木 英治 鹿児島大学 特任教授  

浜本 奈鼓 特定非営利活動法人 くすの木自然館 代表理事 欠 

平井 郁明 国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 
林木育種センター 九州育種場長  

藤掛 一郎 宮崎大学 農学部 教授  

横山 隆一 公益財団法人 日本自然保護協会 参与  

米田 健 鹿児島大学 名誉教授  

九 
州 
森 
林 
管 
理 
局 

小島 孝文 局長  

井口 真輝 計画保全部長  

河邉 喬 計画課長  

小野 貴行 計画課 課長補佐  

興梠 美喜夫 計画課 森林施業調整官  

岩下 治喜 計画課 経営計画官  

片桐 琴羽 計画課 生態系保全係  

樋口 浩 計画課 行政専門員  

 中園 朝子 ㈱九州自然環境研究所 所長  

受
託
者 

田中 英昭 ㈱九州自然環境研究所  

城戸 美智子 ㈱九州自然環境研究所  

有馬 宏幸 ㈱九州自然環境研究所  

 (委員５０音順、敬称略) 


